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アジア防災会議２００３（案） 

 

 

平成１４年１２月２０日 

 

 

１．名称 アジア防災会議２００３ 

－ 横浜戦略と行動計画のレビュー（2004年）に向けて － 

 

２．日程 2003年1月15日（水）～17日（金） 

 

３．場所 神戸国際会議場 

     （神戸市中央区港島中町6-9-1、Tel:078-302-5200） 

 

４．主催 国連国際防災戦略（ISDR）事務局、内閣府、兵庫県、アジア防災センター、国際防災・

人道支援協議会 

 

５．主な出席者（予定） 

     国際機関：ADB、ADPC 、IFRC、UNCRD、UNDP、UN-ESCAP 、UN-HABITAT 、UN-ISDR、UNU、 

WHO、WMO等 

     国内機関：関係各省庁、兵庫県、アジア防災センター、人と防災未来センター、 

国際協力事業団、防災科学技術研究所 等 

 

６．目的  

2004 年に予定されている 1994 横浜戦略の 10 年後のレビューに向け、アジア地域

の成果と課題を総括し、21世紀の新たな国際防災戦略の構築に貢献する。このため、

アジア防災センターが主催するアジア防災センター国際専門家会議、国際防災・人道

支援協議会が主催する国際防災・人道支援シンポジウム、国連国際防災戦略（ISDR）

事務局と内閣府が主催する国際防災戦略アジア会合を統一のテーマのもとに開催す

る。 

 

７．プログラム 
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１５日及び１６日午前までは、アジア防災センター国際専門家会議を開催し、１６日午後より、

アジア防災会議２００３全体の開会式を行います。 

 

１月１５日（水）                       ［場所：401、402号室］ 

 

   ９：００ レジストレーション 

   ９：３０ 「第5回アジア防災センター国際会議」開会 （言語：英語） 

開会挨拶:伊藤滋 アジア防災センター長 

山本繁太郎 内閣府政策統括官 

Mr. Terje Skavdal国連OCHA神戸･アジア地域アドバイザー 

９：５０ 基調講演「ADRC４年間の活動と今後の展開」 

              西川智 アジア防災センター所長 

１０：２０ 記念写真、コーヒーブレーク 

１０：４０ セッションPart 1「防災への総合的アプローチ」 

“TDRMアプローチ実施へ向けた目標と方策” 

        ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：Mr. Terje Skavdal(国連OCHA神戸･アジア地域アドバイザー) 

        ﾗﾎﾟ-ﾀｰ  ：Ms. Elma Aldea（フィリピン） 

発表者  ：Mr. Emmanuel de Guzman 

メコン川委員会「メコン川における早期警報」 

     気象庁（日本）「気象予測と防災気象情報」 

     Dr. Markus Zimmermann(スイス)「スイスにおけるTDRMの適用」 

     務台俊介氏（消防庁、日本）「地域における自主防火組織やボラン

ティア防災グループによる防災能力の向上」 

        質疑応答 

１２：３０ 昼 食 

１３：３０ セッション Part 2「防災への総合的アプローチ」 

      “防災・災害対応における政府・NGOの相互協力” 

      ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ： Ms. Eva von Oelreich 国際赤十字連盟 

      ﾗﾎﾟ-ﾀｰ  ：泉貴子（国連OCHA神戸･アジアユニット） 

      発表者  ：ADRC「政府とNGOの連携に向けたADRCの役割」 

             Ms. Ang Siok Hui シンガポール国際基金 

カンボジア「国家災害対策委員会（NCDM）と国際機関および NGO

との協力･連携」 

      発表者によるディスカッション 

      質疑応答 

１５：２０ コーヒーブレーク 

１５：４０ セッション Part 3「防災への総合的アプローチ」 

“GLIDE（Global IDEntifer）を利用した世界的な災害情報共有システムの構築” 

      ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：UNDP 



 

3 

            ﾗﾎﾟ-ﾀｰ  ：尾高修一氏（国連OCHA神戸･リリーフウェブ） 

発表者  ：国連OCHAリリーフウェブ 

       西川智所長（ADRC） 

      UNDP 

       ベトナム 

       Mr. Julio Serge, LaRED  

      質疑応答 

１７：３０ 終了 

 

１月１６日（木）   

 

  [第 5回アジア防災センター国際会議] （言語：英語）   ［場所：401、402号室］ 

   ９：３０ ADRCの今後の活動・運営について 

① Steering Committee         

② Membership contribution fee 等    

       （10:50-11:10～コーヒーブレーク） 

  １２：００ 全体総括 

１２：３０ アジア防災センター国際会議閉会 

 

[第2回国際防災戦略アジア会合]－関係者（コーディネーター、ラポター、パネリスト、 

主催者）による事前打ち合わせ （言語：英語）          ［場所：403号室］ 

１０：００ 全員 

１０：３０ パネルディスカッション 

１１：００ コーヒ－ブレーク 

１１：３０ 都市災害 

１２：００ 水災害 

 

１２：３０ 昼食 

 

１４：００ 「アジア防災会議2003」開会式（言語：日英語） ［場所：301号室］ 

      開会宣言：議長国 

開会挨拶：内閣府防災担当大臣 

     国連事務次長（人道問題担当） 

     兵庫県知事 

 基調講演：「アジアにおける国際防災戦略（ISDR）の取組状況と課題 

――世界防災白書からの提言――」(ﾌﾞﾘｾｰﾆｮ国連ISDR事務局長) 

  １５：００ コーヒーブレイク 

 

[テーマ別セッション]（言語：英語） 
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(１７日のセッションA/Bの事前打ち合わせー非公開) 

１５：３０ テーマA:「都市災害」              ［場所：403号室］ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：ISDR事務局 

ﾗﾎﾟｰﾀｰ  ：岡崎健二氏（UNCRD防災計画兵庫事務所所長） 

発表者  ：兵庫県 

    防災研究所（DMI、インド) 

      目黒公郎助教授（東京大学生産技術研究所） 

      Mr. Sanny Jegillos (IDRM、フィリピン） 

      Mr. Alan Mearns （SOPAC）「太平洋でのより安全な都市社会構築

を目指して」 

      Dr. Badaoui Rouhban UNESCO 

質疑応答  

１５：３０ テーマB：「水災害」               ［場所：401、402号室］ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：Ms. Helena Molin Valdes (ISDR事務局) 

ﾗﾎﾟｰﾀｰ  ：Prof. Srikantha Herath (UNU) 

発表者   ：カリブ災害緊急支援機関（CDERA） 

Mr. Sospeter Muiruri(干ばつ監視センター･ナイロビ) 

国際総合山岳開発センター（ICIMOD） 

国土交通省（日本） 

Dr. Ivan Obrusnik(CEUIDIP、チェコ) 

大韓民国 

 質疑応答 

 

[国際防災・人道支援協議会主催シンポジウム] （言語：日英語） ［場所：301号室］ 

１５：３０ 「地球との共存：しなやかな防災社会の構築へ向けて」 

          ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：河田惠昭センター長（人と防災未来センター） 

         Mr. Kenneth C. Topping(京都大学)   

          ﾊﾟﾈﾘｽﾄ  ：Ms.Sushma Iyengar(Kutch Nav Nirma Abhiyan)事務局長 

        Dr. David Mammen (Institute of Public Administration, NY) 

        隅田栄亮理事（国際協力事業団） 

        海津正倫教授（名古屋大学） 

          ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ  ：Mr. Salvano Briceno (ISDR事務局) 

１７：３０ 終了 

 

１月１７日（金）                                          ［場所：301号室］ 

 

９：００ ISDRパネルディスカッション 

   「アジアにおける横浜戦略と行動計画の推進状況と提案」 

      ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：Mr. Salvano Briceno (ISDR事務局) 
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      原克彦参事官（内閣府） 

      ﾗﾎﾟｰﾀｰ  ：Ms. Helena Molin Valdes (ISDR事務局) 

      ﾊﾟﾈﾘｽﾄ   ：Mr. Patrick Safran (ADB) 

       Mr. Loy Rego (ADPC) 

         西川智所長（ADRC） 

         亀田弘行センター長 

       （防災科学技術研究所・地震防災フロンティア研究センター） 

         UN-ESCAP 

         Mr. Madhab Mathema (UN-HABITAT) 

         Dr. Jerry Velasquez (UNU) 

  １１：００ コーヒーブレーク 

    （１１：１５～１３：３０のスケジュールは、任意参加） 

 

 [阪神淡路大震災追悼式典] 

１１：１５ 阪神・淡路大震災8周年追悼式典会場（人と防災未来センター）へ移動 

  １１：４５ 式典参加 

  １２：３０ 会場出発 

  １２：４５ ホテル着 

    

[通信衛星を活用した被災地情報把握システムの実演]         ［場所：神戸国際会議場] 

 １１：３０ 衛星を利用した防災情報通信ネットワークのデモンストレーション 

       説明者：大上亨氏（宇宙開発事業団） 

 

 １２：３０ 昼食 

  １３：３０ テーマ別セッション（公開）             ［場所：301号室］ 

テーマA：「都市災害」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：ISDR事務局 

ﾗﾎﾟ-ﾀｰ   : 岡崎健二氏（UNCRD防災計画兵庫事務所所長） 

発表者   ：深澤良信副センター長（人と未来防災センター） 

防災研究所 (DMI/インド) 

目黒公郎助教授（東京大学生産技術研究所） 

Mr. Sanny Jegillos(IDRM、フィリピン） 

Mr. Alan Mearns (SOPAC) 

Dr. Badaoui Rouhban (UNESCO) 

 

  １５：００ 休憩 

  １５：１０ テーマB「水災害」（公開） 

        ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：Ms. Helena Molin Valdes (ISDR事務局) 

        ﾗﾎﾟ-ﾀｰ  : Prof. Srikantha Herath (UNU) 
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        ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ ：WMO 

カリブ災害緊急支援機関（CDERA） 

Mr. Sospeter Muiruri(干ばつ監視センター) 

国際総合山岳開発センター（ICIMOD） 

国土交通省（日本） 

Dr. Ivan Obrusnik (CEUIDIP、チェコ) 

大韓民国 

  １６：４０ コーヒーブレイク 

１７：１０ 議長サマリー 

１７：４０ 閉会 

      閉会挨拶：内閣府 

           ISDR事務局 

           議長又は副議長 

 

１月１８日（土）    

フィールドトリップ 


